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「
母
の
日
」

　
五
月
の
第
二
日
曜
は
「
母
の
日
」
で
す
。

も
と
も
と
お
母
さ
ん
の
愛
を
た
た
え
、
敬
愛

す
る
た
め
に
ア
メ
リ
カ
で
行
っ
て
い
た
も
の

が
、
日
本
で
も
行
事
と
し
て
行
な
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
「
母
の
愛
は
海
よ
り
も
深
く
」
と
い
わ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
子
棄
て
、
子
殺
し
と
い
わ

れ
る
昨
今
で
は
、
一
層
こ
の
母
の
日
に
、
母

親
自
身
、
思
い
を
新
た
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
。

　
“
母
一
億
、
わ
が
母
一
人
”
と
い
う
名
言

が
あ
り
ま
す
が
、
大
人
に
な
っ
て
も
、
自
分

の
母
に
対
す
る
感
謝
と
、
い
つ
く
し
む
気
持

は
万
人
変
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
た
と

え
母
の
思
い
出
が
つ
ら
い
も
の
で
も
、
今
日

の
自
分
を
育
て
、
社
会
で
生
き
て
ゆ
け
る
よ

う
に
な
っ
た
お
か
げ
で
す
。

　
私
た
ち
仏
教
徒
に
と
り
ま
し
て
も
、
母
な

る
釈
尊
の
教
え
を
い
た
だ
く
感
謝
の
日
と
し

て
、
御
自
分
の
母
に
対
し
感
謝
を
さ
さ
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
（
M
）

（写
^
は
タ
キ
シ
ラ
博
物
館
に
あ
る
仏
像
1
1
関
連
記
事
四
面
）
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全仏事務所が移転

茨
城
大
会
は
十
月
十
五
日
に
水
戸
で

　
第
二
十
六
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
茨
城
大
会
は
、
今
秋

十
月
十
五
日
（
月
）
に
全
日
本
仏
教
会
、
茨
城
県
仏
教
会

の
主
催
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
会
場

は
水
戸
市
の
水
戸
市
民
会
館
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
テ
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芝
増
上
寺
の
裏

至心

ー
マ
な
ど
に
つ
い
て
は
近
々
開
か
れ
る
準
備
委
員
会
で
協

議
さ
れ
る
。
茨
城
県
仏
の
大
越
会
長
も
数
度
来
局
さ
れ
組

織
部
と
打
ち
合
せ
を
続
け
て
い
る
。

東
京
タ
ワ
ー
か
ら
二
分

新住所　〒105東京都港区芝公園4－7－13

電話番号　　03（437）9275（代）
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十
年
前
に
築
地
本
願
寺
よ
り
浅
草
の
東
京
本

願
寺
へ
移
転
し
、
そ
れ
以
来
「
全
仏
は
浅
草
」

と
定
着
し
事
務
を
と
り
、
多
く
の
来
局
者
が
あ

り
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
芝
の
増
上
寺
裏
に
あ

っ
た
三
四
文
化
会
館
図
書
館
の
新
築
移
転
に
と

も
な
い
、
図
書
館
の
建
物
に
移
り
ま
し
た
。

四
月
十
八
日
に
引
越
し
を
完
了
し
、
十
九
日

よ
り
同
所
に
て
事
務
を
と
っ
て
お
り
ま
す
の
で

お
知
ら
せ
申
し
上
げ
ま
す
。
新
住
所
、
電
話
番

号
、
地
図
な
ど
は
上
表
の
と
お
り
で
す
。

　
来
局
の
場
合
は
、
国
電
「
浜
松
町
」
よ
り
徒

歩
二
十
分
、
地
下
鉄
浅
草
線
「
大
門
」
よ
り
徒

歩
十
五
分
（
女
性
で
も
）
、
地
下
鉄
三
田
線
の
「
御

成
門
」
か
ら
五
分
で
す
。
バ
ス
の
場
合
は
東
京

駅
南
口
、
新
橋
、
渋
谷
な
ど
か
ら
乗
車
し
ま
す

と
「
東
京
タ
ワ
ー
前
」
下
車
に
て
徒
歩
二
分
位

で
す
。

　
近
く
に
は
大
本
山
増
上
寺
を
は
じ
め
、
東
京

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
、
東
京
タ
ワ
ー
な
ど
が
あ
り

緑
地
帯
の
環
境
の
よ
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
な
お
隣
り
の
部
屋
に
は
日
本
仏
教
保
育
協
会

が
入
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

引
越
し
顛
末
記

　
☆
十
年
間
の
浅
草
生
活
は
溜
り
溜
っ
た
書
類

の
山
。
当
時
か
ら
の
職
員
は
数
人
の
た
め
捨
て

る
か
残
す
か
の
判
断
に
苦
し
ん
だ
。

　
☆
で
て
く
る
、
で
て
く
る
と
は
写
真
の
山
。

古
い
ア
ル
バ
ム
や
未
整
理
の
写
真
で
ダ
ン
ボ
ー

ル
箱
一
杯
。
一
枚
つ
つ
み
な
が
ら
鎌
田
部
長
も

感
慨
深
げ
で
あ
っ
た
。

　
☆
万
博
の
書
類
も
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
二
箱
。
関

係
者
は
服
部
主
事
一
人
だ
け
に
「
あ
の
と
き
も

大
変
だ
っ
た
よ
」
と
な
つ
か
し
む
。

☆
机
、
ロ
ッ
カ
ー
も
増
え
て
大
型
ト
ラ
ッ
ク

四
台
の
引
越
し
。
移
動
は
業
者
が
や
っ
て
く
れ

た
の
で
み
て
い
る
だ
け
だ
が
、
部
屋
の
中
は
少

人
数
の
職
員
だ
け
。
格
好
は
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の

よ
う
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
エ
ア
ー
だ
が
「
腰
が

痛
い
」
、
「
一
緒
に
持
っ
て
く
れ
」
な
ど
、
や
は

り
み
ん
な
色
男
ば
か
り
だ
っ
た
。

　
☆
一
番
の
難
作
業
は
金
庫
の
搬
入
。
部
屋
が

二
階
な
の
で
作
業
員
十
人
が
壮
烈
な
か
け
声
で

運
び
こ
む
。
み
て
い
た
全
仏
職
員
は
お
も
わ
ず

拍
手
。

　
☆
電
話
工
事
が
遅
く
な
り
静
か
な
事
務
所
も

一
度
鳴
り
だ
し
た
ら
デ
ン
ワ
、
デ
ン
ワ
の
連
続

と
な
っ
た
。
一
番
の
り
は
大
阪
府
仏
の
川
口
事

務
局
長
さ
ん
で
し
た
。
ち
な
み
に
内
局
第
一
号

は
某
銀
行
で
、
ま
だ
事
務
所
の
整
理
の
途
中
で

し
た
が
さ
す
が
で
す
ね
。

　
☆
だ
れ
が
荷
物
が
多
い
か
と
い
う
と
や
は
り

女
性
軍
が
圧
勝
。
コ
ン
テ
ナ
も
ダ
ン
ボ
ー
ル
も

問
題
に
な
ら
ず
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
。

　
☆
全
仏
の
引
越
し
の
あ
と
は
数
日
雨
ま
た
雨

“
雨
降
っ
て
地
か
た
ま
る
”
と
か
。
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ネ
パ
ー
ル
の
首
都
カ
ト
マ
ン
ド
ウ
か
ら
飛

行
機
で
約
四
十
分
、
北
に
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
諸

白
、
マ
チ
ャ
プ
チ
ャ
レ
（
魚
の
尾
）
の
銀
嶺

を
望
み
、
静
か
な
湖
を
ひ
か
え
た
ポ
カ
ラ
の

町
が
あ
る
。
日
本
の
上
高
地
を
思
わ
せ
る
ホ

テ
ル
や
、
登
山
用
品
を
売
る
店
が
並
ぶ
質
素

な
町
で
あ
る
。
こ
と
か
ら
、
か
っ
て
は
海
底

に
あ
っ
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山
々
を
証
明
す
る
貝

片
の
化
石
が
多
く
発
見
さ
れ
る
畳
々
を
通
っ

て
、
北
は
ジ
ョ
モ
ソ
ム
、
ム
ス
タ
ン
を
経
て

チ
ベ
ッ
ト
へ
の
道
、
南
は
ガ
ン
ダ
キ
の
川
を

経
て
南
部
ネ
パ
ー
ル
、
タ
ラ
イ
地
方
へ
の
道

が
通
じ
て
い
る
。
イ
ン
ド
の
協
力
で
最
近
完

成
し
た
南
へ
の
道
は
、
山
あ
い
の
絶
景
を
ぬ

っ
て
数
時
間
、
絵
の
よ
う
に
美
し
い
タ
ン
セ

ン
の
町
を
遠
望
し
て
ブ
ト
ワ
ー
ル
の
町
に
下

る
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
南
腹
の
山
々
は
に
わ
か
に
消

え
て
、
こ
こ
か
ら
は
一
望
千
里
の
平
野
、
田

園
で
あ
る
。
釈
尊
の
母
、
マ
ー
ヤ
ー
夫
人
出

身
の
地
、
デ
ー
バ
ダ
ハ
へ
の
道
を
左
に
見
て

約
一
時
間
、
カ
ト
ラ
ン
ド
ウ
か
ら
毎
日
、
定

期
便
の
あ
る
バ
イ
ラ
バ
に
着
く
。
ネ
パ
ー
ル

政
府
の
努
力
に
よ
っ
て
、
釈
尊
生
誕
の
地
ル

ン
ビ
馬
出
ま
で
、
バ
イ
ラ
バ
空
港
が
ら
気
持

の
よ
い
ハ
イ
ウ
ェ
イ
を
二
十
分
置
道
の
り
で

あ
る
。
そ
の
昔
、
求
法
の
念
に
も
え
る
法
顕

（
五
世
紀
）
、
鼻
歌
（
七
世
紀
）
が
こ
の
道
を

逆
に
東
へ
旅
し
た
際
は
、
「
荒
林
、
広
野
を
行

く
」
状
態
で
あ
り
、
一
九
五
〇
年
代
で
す
ら

象
を
た
よ
り
に
巡
拝
を
は
た
し
た
と
い
う
記

録
を
見
る
に
つ
け
て
、
隔
世
の
感
を
禁
じ
得

な
い
。

　
ル
ン
ビ
ニ
ー
で
ア
シ
ョ
ー
カ
王
建
立
の
石

柱
が
発
見
さ
れ
、
記
さ
れ
た
二
又
か
ら
こ
こ

が
釈
尊
誕
生
の
地
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
の
は
一
八
九
六
年
の
こ
と
で
あ
る
。
発
見

て
、
ネ
パ
ー
ル
の
マ
ヘ
ン
ド
ラ
国
王
が
こ
の

地
の
再
興
に
強
い
関
心
を
い
だ
き
、
続
い
て

一
九
六
七
年
、
ウ
・
タ
ン
ト
国
連
事
務
総
長

が
国
際
的
規
模
で
の
開
発
計
画
を
呼
び
か
け

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
国
連
の
下

に
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
ビ
ル
マ
、
カ
ン
ボ

デ
ィ
ア
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
、
日
本
、

ラ
オ
ス
、
マ
レ
ー
シ
ヤ
、
ネ
パ
ー
ル
、
パ
キ

ス
タ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
シ
ュ
リ
ー
ラ
ン

カ
ー
、
タ
イ
の
十
三
ケ
国
よ
り
成
る
委
員
会

が
設
立
さ
れ
、
一
九
七
二
年
に
は
、
ル
ン
ビ

ニ
ー
開
発
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
約
九
万

ド
ル
を
段
じ
て
、
日
本
の
丹
下
健
三
教
授
の

ル
ン
ビ
ニ
ー
開
発
に
つ
い
て

国
際
専
門
委
員
佐
藤
良
純

当
時
の
荒
廃
は
は
な
は
だ
し
く
、
そ
の
記
録

写
真
に
は
土
中
か
ら
僅
か
に
頭
部
を
の
ぞ
か

せ
る
ア
シ
ョ
ー
カ
王
石
柱
、
潅
木
と
雑
草
に

覆
わ
れ
た
マ
ヤ
夫
人
堂
の
小
高
い
丘
、
沼
沢

の
よ
う
な
マ
ヤ
夫
人
水
浴
池
な
ど
が
写
し
出

さ
れ
て
い
る
。
発
掘
の
結
果
、
大
小
の
ス
ト

ゥ
ー
パ
、
僧
院
跡
、
釈
尊
誕
生
の
シ
ー
ン
を

表
す
石
刻
の
レ
リ
ー
フ
も
出
土
し
、
巡
礼
者

も
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ル
ン
ビ
ニ
ー
が
再
び
世
界
の
仏
教
徒
の
関

心
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
五

六
年
、
第
四
回
世
界
仏
教
徒
会
議
を
機
と
し

手
に
よ
り
完
成
し
た
。
総
費
用
は
、
土
地
取

得
費
、
バ
イ
ラ
バ
ー
ル
ン
ビ
ニ
ー
道
路
建
設

費
を
除
い
て
、
六
百
五
十
万
ド
ル
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
四
期
に
分

け
ら
れ
、
初
期
計
画
の
段
階
が
ら
、
諸
施
設

の
完
成
ま
で
を
含
み
、
一
九
八
五
年
を
完
成

目
標
年
度
と
し
て
い
る
。
計
画
に
よ
る
と
、

現
在
マ
ヤ
夫
人
堂
、
ア
シ
ョ
ー
カ
石
柱
の
存

す
る
一
帯
を
「
聖
域
」
と
し
て
円
形
の
ゾ
ー

ン
を
造
り
、
北
へ
向
っ
て
約
五
キ
ロ
に
わ
た

る
長
方
形
の
区
域
に
、
博
物
館
、
図
書
館
、

案
内
所
、
僧
院
、
巡
礼
者
の
た
め
の
宿
泊
設

備
を
建
設
し
、
付
近
一
帯
を
緑
豊
か
な
宗
教

的
聖
域
に
す
る
と
い
う
大
規
模
な
試
み
で
あ

る
。
し
か
し
、
諸
施
設
建
設
よ
り
以
前
に
、

計
画
区
域
内
で
の
個
人
所
有
地
の
買
収
、
再

期
に
お
け
る
大
小
河
川
の
氾
濫
対
策
、
電
力
、

飲
料
水
の
確
保
な
ど
、
解
決
を
要
す
る
問
題

が
山
積
し
て
い
る
。
更
に
ネ
パ
ー
ル
政
府
は

こ
の
計
画
を
通
じ
て
西
部
ネ
パ
ー
ル
の
開
発

に
も
意
欲
を
も
や
し
て
お
り
、
ル
ン
ビ
ニ
ー

の
北
方
を
通
る
、
ロ
ン
ド
ン
に
始
り
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
に
到
る
ア
ジ
ア
・
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の

建
設
の
進
展
と
も
相
ま
っ
て
、
ル
ン
ビ
ニ
i

開
発
計
画
は
ま
さ
に
世
界
的
な
ス
ケ
ー
ル
を

も
っ
た
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
え
ま
し

ょ
う
。
各
国
の
援
助
に
加
え
、
日
本
か
ら
も

仏
教
界
、
財
界
、
万
博
記
念
基
金
か
ら
の
寄

金
が
相
次
い
で
い
る
。
計
画
遂
行
に
つ
い
て

は
、
種
々
の
困
難
、
問
題
点
も
多
く
存
在
す

る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
仏
教
徒
の
一

員
と
し
て
広
く
関
心
を
持
ち
続
け
て
行
き
た

い
も
の
で
あ
る
。

ア
シ
ョ
力
王
の
石
柱
碑
文
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東
京
ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ
山
田

　
二
月
十
三
日
（
火
）
最
初
に
お
と
ず
れ
た
仏

教
潰
跡
ジ
ュ
リ
ア
ン
・
サ
イ
ト
を
見
学
し
た
後

そ
こ
か
ら
、
ほ
ど
近
い
場
所
に
あ
る
古
代
の
街

シ
イ
ル
カ
プ
に
、
正
午
に
到
着
す
る
。

　
シ
イ
ル
カ
プ
は
、
紀
元
前
二
世
紀
に
ギ
リ
シ

ャ
人
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
街
の
遺
跡
で
、
東
か

ら
南
に
か
け
て
丘
陵
が
あ
り
、
北
・
西
に
か
け

タ
マ
ラ
河
が
流
れ
て
い
る
。
や
や
小
高
い
平
地

に
、
当
時
代
と
し
て
は
、
良
く
区
画
が
な
さ
れ

勲
鞍
臨

シ
イ
ル
カ
プ
の
双
頭
の
寺
院
の
鳥
居

一
（中）

真

た
街
な
み
が
し
の
ば
れ
ま
す
。

私
た
ち
は
、
北
側
に
開
か
れ
て
い
る
ゲ
ー
ト

よ
り
入
っ
た
が
、
入
口
の
両
側
に
は
石
積
の
城

壁
が
あ
っ
て
、
当
時
は
こ
の
街
、
全
体
を
囲
っ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
都
市
国
家
の
形
が
残
さ
れ
て
い
た
こ
と
も

思
わ
れ
る
し
、
歴
史
的
に
み
て
も
、
外
敵
・
侵

略
者
よ
り
の
守
り
で
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

街
な
み
は
、
南
に
向
っ
て
、
広
い
道
が
長
く

真
直
ぐ
に
通
っ
て
お
り
、
中
央
部
に
は
東
西
の

広
い
道
が
直
角
に
交
差
し
、
そ
の
外
に
碁
盤
の

目
の
よ
う
に
路
が
つ
い
て
い
る
。
そ
の
メ
イ
ン

ス
ト
リ
ー
ト
を
、
ぶ
ら
ぶ
ら
と
歩
い
て
行
く
と

裕
福
な
家
や
、
過
去
の
庶
民
が
住
ん
で
い
た
で

あ
ろ
う
建
て
混
ん
で
い
る
ス
ラ
ム
街
な
ど
も
立

寄
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
街
の
奥
の
方
に
は
王
宮
も
あ
り
、
中
心
街
に

は
、
ス
ト
ー
パ
跡
の
あ
る
仏
教
寺
院
や
、
双
頭

の
鷲
（
拝
火
教
）
神
殿
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
寺

院
の
礎
担
に
は
ギ
リ
シ
ャ
風
の
門
柱
が
形
ど
ら

れ
、
そ
の
間
に
こ
の
神
殿
の
シ
ン
ボ
ル
と
、
鳥

居
の
原
形
と
い
わ
れ
て
い
る
ト
ラ
ー
ナ
が
表
わ

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
文
化
の
流
れ
の
興
味

の
わ
く
と
こ
ろ
で
す
。

　
街
の
道
の
両
側
に
は
溝
が
あ
り
、
各
家
庭
、

建
物
よ
り
の
下
水
を
流
す
溝
口
も
あ
り
生
活
文

化
の
水
準
が
計
り
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今

は
ま
っ
た
く
人
の
住
む
家
は
な
く
、
発
掘
さ
れ

つ
つ
あ
る
場
所
で
す
が
、
街
な
み
の
中
に
あ
る

大
き
な
一
本
の
木
が
、
そ
の
歴
史
を
知
っ
て
立

っ
て
い
る
ば
か
り
で
す
。
厘
か
に
二
十
名
ば
か

り
の
お
と
ず
れ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
地
方

は
、
最
下
層
が
第
四
層
で
紀
元
十
五
・
犬
世
紀

が
ペ
ル
シ
ヤ
・
ア
ケ
メ
ネ
ス
朝
期
、
第
三
層
、

紀
元
前
四
世
紀
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
東
征
期
に
な

り
、
第
二
層
は
紀
元
前
三
世
紀
マ
ウ
リ
や
期
に

最
上
の
第
一
層
は
紀
元
前
二
世
紀
以
後
と
な
っ

て
お
り
、
歴
史
の
深
み
と
と
も
に
、
東
西
文
化

の
交
流
を
肌
身
に
感
じ
、
そ
の
地
に
立
つ
感
激

を
味
わ
い
ま
し
た
。

　
シ
イ
ル
カ
プ
か
ら
タ
キ
シ
ラ
駅
に
返
す
道
の

近
い
距
離
に
、
タ
キ
シ
ラ
博
物
館
が
あ
り
、
そ

こ
に
立
寄
る
。
さ
し
て
大
き
く
な
い
っ
た
に
覆

わ
れ
た
建
物
で
、
中
は
う
す
暗
い
感
じ
で
あ
る

が
、
こ
の
付
近
か
ら
出
土
さ
れ
た
品
々
が
展
示

さ
れ
、
私
た
ち
に
は
珍
ら
し
さ
と
、
ガ
ン
ダ
ー

ラ
美
術
に
ふ
れ
る
感
喜
で
一
つ
一
つ
に
見
入
る

先
ほ
ど
訪
ね
た
ジ
ュ
リ
ア
ン
僧
院
よ
り
の
し
っ

く
い
塗
の
仏
像
や
、
土
壇
・
モ
ラ
モ
ラ
ド
僧
院

の
ス
ト
ー
パ
の
頭
部
の
外
、
こ
の
近
隣
に
数
多

く
な
っ
た
仏
教
寺
院
よ
り
の
出
土
品
や
、
各
王

朝
時
代
の
財
宝
物
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
ガ
ン
ダ
ー
ラ
を
初
め
て
お
と
ず
れ
た
者
に

は
何
と
し
て
も
仏
像
の
姿
に
憶
う
か
さ
れ
る
の

で
す
。
釈
尊
滅
後
は
、
お
舎
利
を
ま
つ
る
ス
ト

ー
パ
を
そ
の
対
象
と
し
て
信
仰
。
崇
敬
を
集
め

て
い
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
ア
シ
ョ
カ
王
に
よ

る
イ
ン
ド
か
ら
、
こ
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
地
方
の
平

定
と
仏
教
流
布
に
よ
っ
て
、
そ
の
時
代
に
ギ
リ

シ
ャ
文
化
の
接
触
に
よ
っ
て
、
そ
の
対
象
と
し

て
像
が
調
整
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
思

い
、
衣
の
様
子
、
・
顔
の
形
な
ど
は
ま
っ
た
く
そ

の
影
響
下
に
入
り
、
私
た
ち
の
目
に
な
れ
た
タ

イ
・
ス
リ
ー
ラ
ン
幾
等
南
方
仏
教
の
仏
像
と
は

ま
っ
た
く
の
異
質
を
感
じ
る
。
衣
の
ひ
だ
は
、

ギ
リ
シ
ャ
の
ロ
ー
プ
て
あ
り
、
顔
は
彫
り
が
深

く
髪
も
長
髪
を
結
い
上
げ
て
ま
る
め
て
乗
せ
て

い
る
な
ど
実
に
写
真
的
に
造
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
お
や
と
思
わ
れ
る
も
の
に
、
ギ
リ
シ
ャ
風

に
な
さ
れ
た
鬼
子
母
神
像
が
あ
る
。
そ
れ
も
夫

の
パ
ン
チ
・
イ
カ
が
脇
に
座
し
、
母
神
に
は
子

ど
も
た
ち
が
す
が
り
つ
い
て
い
る
、
そ
の
姿
は

ま
る
で
東
洋
の
顔
で
は
な
い
。
し
か
し
い
ろ
い

ろ
見
開
す
る
に
鬼
子
母
神
の
物
語
は
、
こ
の
地

方
で
作
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　
今
日
は
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
ま
で
の
予
定
が
あ

り
、
数
十
分
の
見
学
で
あ
っ
た
が
、
貴
重
な
資

料
は
、
ほ
と
ん
ど
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
博
物
館
に
保

存
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
こ
で
、
む
参
考

の
た
め
に
、
タ
キ
シ
ラ
へ
の
ご
案
内
を
し
て
お

き
ま
す
と
。

　
ラ
ワ
ル
ピ
ン
デ
ィ
ー
か
ら
三
五
・
五
キ
ロ
の

距
離
が
あ
り
ま
す
。
鉄
道
は
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・

ラ
ホ
ー
ル
間
の
線
が
走
っ
て
お
り
、
タ
キ
シ
ラ

駅
が
あ
る
。
車
で
も
ラ
ワ
ル
ピ
ン
デ
ィ
ー
か
ら

三
・
四
十
分
で
着
き
ま
す
。

　
博
物
館
は
、
冬
時
間
（
十
月
一
日
よ
り
三
月

末
日
ま
で
）
は
午
前
九
時
よ
り
午
後
四
時
ま
で

夏
時
間
（
四
月
一
日
よ
り
九
月
末
日
ま
で
）
は

午
前
九
時
よ
り
正
午
ま
で
、
と
午
後
二
時
よ
り

六
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
毎
月
第
一
月
曜

日
は
閉
館
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
入
場
料

は
五
〇
パ
イ
サ
（
約
U
S
ド
ル
五
セ
ン
ト
）
で

す
。
（
つ
づ
く
）

一4一
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在
ダ
ラ
ム
シ
ャ
ラ
の
チ
ベ

亡
命
政
権
に
使
い
し
て

僧
俗
十
一
名
が
参
加

世
連
ダ
ラ
ム
シ
ャ
ラ
訪
問
団

　
去
る
二
月
二
十
日
か
ら
三
月
一
日
ま
で
、
十

日
間
の
日
程
で
世
連
立
の
ダ
ラ
ム
シ
ャ
ラ
訪
問

団
が
濡
仏
の
協
賛
を
得
て
派
遣
さ
れ
た
。
団
長

の
稲
田
騒
騒
師
が
出
発
前
に
体
調
を
く
ず
さ
れ

ド
ク
タ
ー
ス
ト
ッ
プ
、
筆
者
に
団
長
の
重
責
が

廻
っ
て
き
た
次
第
で
あ
る
。
顧
問
に
中
山
寺
派

の
池
田
螢
皇
師
、
通
訳
は
在
日
チ
ベ
ッ
ト
僧
の

ツ
ル
テ
ィ
ム
師
、
そ
の
他
に
谷
垣
俊
治
師
、
木

下
義
昭
氏
、
郡
司
正
博
師
、
見
市
正
氏
、
藤
原

勝
枝
氏
、
安
田
美
代
子
氏
、
山
崎
泰
子
氏
、
添

乗
員
と
し
て
相
川
忠
重
社
長
（
千
代
田
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）
の
僧
俗
十
一
名
が
参
加
。

…
…
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
狙
下

意
　
長

ツ
ト

郡
　
重
事
　
道

　
（
二
月
二
十
日
）
午
前
十
一
時
に
成
田
空
港

に
て
結
団
式
。
午
後
一
時
の
J
A
L
四
六
一
二
便

で
出
発
、
バ
ン
コ
ク
経
由
に
て
デ
リ
ー
空
港
に

着
く
。

　
（
二
月
二
十
一
日
）
午
前
中
は
市
内
見
学
。

午
後
ダ
ラ
イ
ラ
マ
狸
下
（
以
下
硯
下
）
の
在
デ

リ
ー
駐
在
代
表
部
事
務
局
長
ダ
シ
ウ
ォ
ン
テ
氏

の
案
内
で
チ
ベ
ッ
ト
会
館
へ
。
五
階
建
の
堂
々

た
る
ビ
ル
で
、
チ
ベ
ッ
ト
物
産
、
文
化
財
な
ど

を
観
賞
。
ホ
テ
ル
で
夕
食
の
あ
と
、
い
よ
い
よ

目
的
地
た
る
ダ
ラ
ム
シ
ャ
ラ
に
向
っ
て
出
発
。

亡
命
政
権
所
在
地
ダ
ラ
ム
シ
ャ
ラ
へ
は
デ
リ
ー

か
ら
鉄
道
で
北
陸
パ
タ
ン
コ
ー
ト
ま
で
約
十
時

間
、
そ
こ
か
ら
ジ
ー
プ
で
東
行
三
時
間
、
距
離

五
百
キ
ロ
、
標
高
二
千
百
麿
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
中

に
あ
る
。
オ
ー
ル
ド
デ
リ
駅
で
寝
台
車
に
乗
り

込
み
横
に
な
る
。
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
で
広
軌
な
の

で
震
動
は
少
な
い
。

目
的
地
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
中

　
（
二
月
二
十
二
日
）
朝
八
時
半
パ
タ
ン
コ
ー

ト
着
、
亡
命
政
権
差
し
廻
し
の
ジ
ー
プ
三
台
に

分
乗
し
て
出
発
。
道
路
は
一
応
舗
装
さ
れ
て
お

り
、
平
地
を
猛
ス
ピ
ー
ド
で
二
時
間
走
行
。
や

が
て
大
き
な
河
の
流
れ
に
そ
っ
て
走
り
、
ま
た

剣
し
い
山
道
に
と
か
か
る
。

　
眺
め
の
よ
い
茶
店
の
あ
る
場
所
で
休
息
。
近

く
の
洞
穴
で
ラ
マ
僧
の
説
教
が
あ
る
と
聞
き
早

速
出
向
く
。
近
よ
る
と
洞
穴
の
中
か
ら
読
経
の

声
（
あ
る
い
は
説
教
の
声
か
？
）
、
の
ぞ
い
て
み

る
と
高
齢
の
ラ
マ
僧
を
中
心
に
従
僧
が
七
～
八

名
、
そ
れ
に
大
勢
の
信
徒
た
ち
で
洞
穴
の
中
は

一
杯
で
あ
っ
た
。
通
訳
の
ツ
ル
テ
ィ
ム
師
と
ラ

マ
僧
た
ち
が
旧
知
の
仲
で
、
こ
れ
幸
い
と
ば
か

り
に
御
紹
介
を
い
た
だ
き
、
写
真
撮
影
の
許
し

を
得
た
。

　
茶
店
か
ら
ダ
ラ
ム
シ
ャ
ラ
ま
で
剣
し
い
山
道

を
ひ
た
登
り
、
こ
こ
ま
で
き
て
始
め
て
ジ
ー
プ

の
効
用
が
は
っ
き
り
わ
か
っ
た
。
雪
に
お
お
わ

れ
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山
々
が
眼
前
に
迫
い
、
十
二

時
半
に
ダ
ラ
ム
シ
ャ
ラ
に
着
く
。
山
の
中
腹
の

赤
松
の
林
に
囲
ま
れ
た
静
か
な
街
だ
。
山
小
屋

風
の
ホ
テ
ル
に
入
っ
て
旅
装
を
解
き
昼
食
。

　
文
部
省
の
事
務
官
の
案
内
で
図
書
館
に
む
か

う
が
、
こ
れ
ま
た
ジ
ー
プ
で
山
登
り
。
ツ
ッ
テ

ン
ニ
チ
エ
文
相
が
玄
関
ま
で
出
迎
え
て
下
さ
り

図
書
館
長
の
案
内
で
貴
重
な
仏
画
、
経
巻
な
ど

を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。
応
接
間
で
御
馳
走
に

な
っ
た
カ
フ
セ
と
い
う
小
麦
粉
を
揚
げ
た
菓
子

の
味
は
秀
逸
。
そ
の
あ
と
医
療
セ
ン
タ
ー
、
カ

ー
ペ
ッ
ト
エ
場
を
見
学
し
て
ホ
テ
ル
へ
。
こ
の

夜
は
亡
命
政
権
政
庁
で
歓
迎
晩
饗
会
が
あ
り
チ

ベ
ッ
ト
料
理
に
舌
つ
づ
み
を
う
つ
。

　
食
後
の
文
化
交
流
の
懇
談
会
に
お
い
て
、
か

ね
て
文
書
で
連
絡
し
て
あ
っ
た
世
古
仏
提
案
の

国
際
児
童
年
記
念
、
日
本
・
チ
ベ
ッ
ト
児
童
画

交
換
展
示
会
の
件
で
合
意
が
得
ら
れ
、
日
本
で

行
な
わ
れ
る
チ
ベ
ッ
ト
児
童
画
展
の
日
程
が
決

定
し
た
。

東
京
会
場

期
　
　
日

出
展
作
品

協
賛
団
体

主
　
　
催

大
阪
会
場

新
宿
住
友
生
命
ビ
ル
五
十
二
階

展
望
画
廊

八
月
十
一
日
よ
り
二
十
日

二
百
点

日
本
ユ
ネ
ス
コ
教
育
美
術
連
盟

画
材
商
社
ペ
ン
チ
ル
K
K

世
界
連
邦
日
本
仏
教
徒
協
議
会

箕
面
学
園
　
九
月
中
旬
予
定

　
な
お
出
展
作
品
中
の
優
秀
三
十
点
は
同
月
十

四
日
か
ら
十
八
日
ま
で
都
美
術
館
で
開
催
さ
れ

る
世
界
児
童
画
展
特
別
コ
ー
ナ
ー
に
展
示
。
チ

ベ
ッ
ト
の
児
童
画
は
本
邦
初
公
開
、
専
門
家
の

間
で
も
話
題
を
呼
ん
で
い
る
。

日
本
児
童
画
展
は
十
一
月
に
イ
ン
ド
の
児
童

週
間
に
ダ
ル
マ
シ
ャ
ラ
亡
命
政
．
権
難
民
学
校
で

開
催
さ
れ
る
。

　　

宴
}
狙
下
に
謁
見

　
、
（
二
月
二
十
三
日
）
早
朝
の
気
温
二
度
、
ホ

テ
ル
の
庭
に
出
る
と
ヒ
マ
ラ
ヤ
最
西
端
五
千
層

級
の
山
々
が
昇
る
朝
日
の
中
で
光
り
輝
い
て
い

る
。
　
朝
食
後
に
難
民
学
校
へ
。
学
校
は
大
学
を
除

く
綜
合
学
園
で
、
校
長
は
狸
下
の
実
妹
ペ
マ
ギ

ャ
ポ
女
史
。
副
校
長
の
案
内
で
各
施
設
を
見
学

す
る
。
す
ば
ら
し
い
環
境
で
あ
っ
た
。
特
に
印

象
的
だ
っ
た
の
は
孤
児
ホ
ー
ム
で
、
こ
こ
で
は

六
歳
に
な
る
と
仏
法
僧
の
三
宝
の
尊
さ
と
仏
の

子
と
し
て
の
生
命
尊
厳
を
教
え
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
ホ
ー
ム
は
全
部
で
二
十
棟
、
す

べ
て
世
界
各
国
の
民
間
団
体
か
ら
目
発
的
に
寄

贈
さ
れ
た
も
の
で
、
ア
メ
リ
カ
ホ
ー
ム
、
カ
ナ

ダ
ホ
ー
ム
な
ど
国
名
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
ホ
ー
ム
を
一
巡
し
て
同
じ
大
乗
仏
教
を
奉
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ず
る
日
本
の
名
が
ど
こ
に
も
な
い
こ
と
を
知
っ

て
び
っ
く
り
。
難
民
に
対
す
る
理
解
度
の
低
さ

と
実
践
力
の
弱
さ
を
痛
感
、
団
員
一
同
む
な
し

い
思
い
を
残
し
た
。
ク
レ
オ
ン
五
十
ダ
ー
ス
、

画
洋
紙
二
千
枚
を
寄
贈
す
る
。

　
午
後
に
已
下
の
お
寺
で
あ
る
大
乗
寺
を
参
詣

し
宮
殿
に
伺
候
す
る
。
控
室
で
一
同
衣
服
を
改

め
て
狸
下
に
謁
見
。
硯
下
の
御
居
間
に
入
室
す

る
と
、
ス
ー
ト
お
立
ち
に
な
り
一
人
一
人
に
カ

ー
タ
ー
と
い
う
白
鳥
を
首
に
か
け
て
下
さ
り
、

合
掌
し
た
御
手
を
ひ
ら
い
て
両
手
で
我
々
の
手

を
包
ん
で
下
さ
る
。
暖
か
い
柔
ら
か
な
、
大
き

な
御
手
で
あ
っ
た
。
団
員
一
同
感
動
で
夢
心
地

に
な
り
、
事
務
官
に
促
が
さ
れ
て
や
っ
と
席
に

つ
く
。
朝
比
奈
会
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
捧
読
、
記

念
品
の
贈
呈
、
特
に
硯
下
の
在
日
記
念
ア
ル
バ

ム
（
カ
ラ
ー
）
は
よ
ほ
ど
気
に
い
ら
れ
た
の
か

一
枚
一
枚
な
つ
か
し
げ
に
御
覧
に
な
ら
れ
る
。

今
回
の
訪
問
は
W
F
B
の
答
礼
と
お
詫
び
言
上

が
主
目
的
で
、
在
日
わ
ず
か
二
日
間
と
は
如
何

な
る
理
由
が
あ
っ
た
に
せ
よ
非
礼
の
極
み
で
あ

っ
た
。
（
崖
下
と
の
会
見
の
詳
細
は
仏
タ
イ
四

月
十
五
日
号
に
書
か
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
割

愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
）

　
（
二
月
二
十
四
日
）
大
任
を
果
た
し
た
す
が

す
が
し
い
気
持
で
ダ
ラ
ム
シ
ャ
ラ
に
別
れ
を
つ

げ
ジ
ー
プ
で
パ
タ
ン
コ
ー
ト
へ
と
帰
途
に
つ
い

た
。　
（
追
）
孤
児
ホ
ー
ム
の
件
に
つ
い
て
、
世
四

仏
の
理
事
会
で
、
仏
教
徒
の
慈
悲
の
実
践
と
し

て
広
く
仏
教
界
に
呼
び
か
け
、
浄
財
で
ジ
ャ
パ

ン
ホ
ー
ム
一
棟
を
本
年
（
国
際
児
童
年
）
中
に

寄
贈
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
た
。

一WFB日本大会一周年記念一
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タイ仏教交流の翼
（バンコック5日間の旅）
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■昭和54年10月22日～10月26日（4泊5日）

■旅行費用　￥145，000円
、　　層、．

’錘’，

越、

（

・
儒

空路バンコクへ。着後バスでホテルへ。
市内レストランで夕食。（ハイアット・ラ
マホテル泊）

早朝水上マーケットを見て、終日市内寺
院参拝（ハイアット・ラマホテル泊）

日本人旧跡アユタヤと寺院見学。

WFB本部訪問。（ハイアット・
ラマホテル泊）

ナコンパトム視察。

ディナーショーを見ながら夕食。
（ハイアット・ラマホテル泊）

朝食後バスで空港へ。
空路帰国の途へ。
通関後自由解散。

■行程
　第1日目

第2日目

第3日目

第4日目

第5日目

お
す
す
め
の
こ
と
ば

　
第
十
二
回
世
界
佛
教
徒
日
本
大
会
も

盛
況
裡
終
了
し
て
早
や
一
年
を
迎
え
ま

し
た
。

　
世
界
仏
教
徒
連
盟
本
部
（
バ
ン
コ
ク

を
訪
れ
て
友
好
裡
に
交
歓
会
を
催
し
、

お
互
い
に
親
睦
を
ふ
か
め
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
短
期
間
で
あ
り
ま
す
が
、
仏
教
の
盛

ん
な
国
タ
イ
の
寺
院
を
訪
れ
、
他
の
ど

の
旅
行
で
も
味
合
え
な
い
こ
の
旅
に
、

お
誘
い
合
せ
の
上
ご
参
加
下
さ
い
ま
す

よ
う
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。

　
昭
和
五
十
四
年
五
月

　
　
財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会

　
　
　
　
事
務
総
長
　
鱈
渕
　
正
浩

■お問合せお申込み（取扱旅行社）

石1刀！『所♂〒五反田営業所

　容　492－2940

■後援　全日本仏教会
　　資料（パンフレット）ご希望の方は
　　上記へご連絡下さい。
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第
B
回
仏
教
伝
道
文
化
賞
贈
呈
式

垂
唾
書
8
五
垂
言
ξ
三
量
言
一
至
一
美
｝
豊
誓
一
8
三
巴
言
3
三
§
言
．
ξ
垂
冨
≦
弩
一
一
ξ
垂
一
～
三
垂
導
置
引
即
言
三
層
言
・
至
義
冨
ξ
蓬
言
三
邑
善
言
・
塵
三
…
一
言
ξ
き

長
尾
、
土
門
氏
に
文
化
賞

功
労
賞
は
竹
村
、
玉
井
氏

　
第
十
三
回
仏
教
伝
道
文
化
賞
（
仏
教
伝
道
協

会
主
催
・
沼
田
恵
範
会
長
）
の
贈
呈
式
は
、
三

月
二
十
七
日
午
後
一
時
半
か
ら
、
東
京
・
芝
の

仏
教
伝
道
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
。

　
今
年
度
の
授
賞
者
は
、
伝
道
文
化
賞
に
京
都

大
学
名
誉
教
授
の
長
尾
雅
人
氏
、
写
真
家
の
土

門
拳
氏
、
功
労
賞
に
は
安
田
生
命
相
談
役
の
竹

村
吉
右
衛
門
氏
、
本
願
寺
米
国
仏
教
団
名
誉
開

教
使
の
玉
井
好
孝
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
た
。

贈
呈
式
は
芝
原
郷
音
築
地
輪
番
の
開
会
の
辞

の
あ
と
、
葉
上
照
澄
師
の
三
帰
依
文
、
つ
づ
い

．
」

て
佐
藤
密
雄
選
定
委
員
長
よ
り
選
定
委
員
会
の

審
査
状
況
報
告
が
あ
り
、
沼
田
会
長
か
ら
各
受

賞
者
に
賞
状
・
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　
引
き
続
き
受
賞
者
に
対
し
て
賛
辞
が
述
べ
ら

れ
、
竹
村
氏
に
対
し
て
劔
木
享
弘
元
文
部
大
臣

が
、
玉
井
氏
に
対
し
て
辻
顕
隆
米
国
仏
教
団
開

教
総
長
（
雲
藤
義
道
武
蔵
野
女
子
大
学
長
が
代

読
）
、
長
尾
氏
に
は
増
谷
文
雄
元
都
留
文
化
大
学

長
、
土
門
氏
に
対
し
て
岸
哲
二
松
学
舎
大
教
授

が
そ
れ
ぞ
れ
功
績
を
賛
え
た
。

　
こ
の
あ
と
山
田
恵
諦
天
台
座
主
が
挨
拶
、
祝

電
披
露
の
あ
と
受
賞
者
の
答
辞
が
あ
り
贈
呈
式

を
終
え
た
。

仏
教
聖
典
の
贈
呈
運
動

　
　
仏
教
伝
道
協
会
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
へ
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ニ
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幽
一
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＝
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≡
＝
一
一
一
一
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幽
一
＝
一
一
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一
二
二
一
二
一
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＝
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＝
一
一
一
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＝
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一
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＝
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含
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＝
≡
≡
≡
＝
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一
一
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＝
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私
の
自
坊
の
あ
る
と
こ

ろ
は
「
交
通
安
全
宣
言
都

市
」
だ
そ
う
で
あ
る
。

　
あ
る
調
査
に
よ
れ
ば
全

国
六
百
四
十
五
の
市
の
う

ち
、
宣
言
を
し
て
い
る
の

が
半
分
以
上
の
三
百
七
十

五
市
も
あ
る
と
い
う
。
そ

う
い
え
ば
全
国
の
あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
「
○
○
宣
言
都

市
」
の
看
板
を
み
か
け
る
。

　
宣
言
都
市
の
第
一
号
は
、
昭
和
二
十
五
年
の

京
都
府
綾
部
市
の
「
世
界
連
邦
平
和
宣
言
都
市
」

と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
時
代
と
と
も
に
平
和
宣

宣
言
都
市

言
か
ら
、
交
通
安
全
都
市
へ
と
移
行
し
、
暴
力

追
放
、
公
明
選
挙
な
ど
を
宣
言
す
る
都
市
が
増

え
て
お
り
、
縁
化
運
動
、
親
切
運
動
な
ど
も
よ

く
み
ら
れ
る
。

変
っ
た
と
こ
ろ
で
は
無
雪
都
市
、
無
公
害
都

市
、
無
雑
音
都
市
や
、
鳥
も
す
め
る
環
境
都
市
、

地
盤
沈
下
非
常
事
態
都
市
な
ど
と
い
う
の
も
あ

る
。　
と
か
く
宣
言
と
い
う
の
は
、
よ
く
も
こ
り
ず

に
繰
り
か
え
さ
れ
る
と
い
う
が
、
ま
わ
り
の
人

は
「
あ
あ
、
ま
た
か
」
と
思
う
こ
と
さ
え
あ
る
。

W
F
B
大
会
や
全
書
大
会
も
宣
言
の
し
つ
ぱ
な

し
な
ど
と
い
わ
れ
ぬ
よ
う
実
践
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
。 　

仏
教
伝
道
協
会
（
沼
田
恵
範
会
長
）
で
は
、

昭
和
三
十
七
年
に
「
仏
教
聖
典
」
を
日
本
中
の

ホ
テ
ル
に
置
く
運
動
を
は
じ
め
、
今
日
ま
で
に

五
十
万
冊
を
超
え
る
「
仏
教
聖
典
」
が
贈
呈
さ

れ
て
い
る
。

同
協
会
で
は
、
さ
ら
に
海
外
に
ま
で
こ
の
運
動

を
広
め
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
韓
国
、
台
湾
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
に
ま
で
贈
ら
れ
、
日
本
語
、
英
語
で

は
じ
め
ら
れ
た
も
の
も
、
フ
ラ
ン
ス
語
や
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
訳
も
完
成
し
、
釈
尊
の
教
え
を
弘
め

る
た
め
の
努
力
は
、
内
外
よ
り
注
目
さ
れ
て
い

る
。

特
に
第
十
二
回
W
F
B
日
本
大
会
の
地
方
大

会
で
は
長
岡
市
に
「
和
英
仏
教
聖
典
」
が
三
百

冊
余
輩
呈
さ
れ
、
ま
た
海
外
代
表
に
も
贈
ら
れ

喜
こ
ば
れ
た
。

　
四
月
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
に
も
贈
呈
さ
れ
、
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一
一
≡
≡
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≡
一
一
一
≡
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3
＝
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≡
一
≡
一
≡
一
一
≡
一
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≡
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≡
一
≡
一
一
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≡
一
≡
≡
一
套
3
一
≡
≡
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≡
＝
§
一
≡
一
塁
≡
一
3
套
，
一
≡
一
≡
≡
≡
“
一
≡
一
一
＝
≡
茎
≡
＝
≡
一
＝
≡
一
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■
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≡
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一
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≡
≡
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一
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ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
て
贈
呈
式
が
行
わ
れ

た
。
沼
田
会
長
は
こ
の
あ
と
も
ブ
ラ
ジ
ル
に
同

じ
目
的
達
成
の
た
め
赴
ぐ
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

本
門
法
華
宗
で
宗
章
紋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
門
法
華
宗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
宗
章
紋
が
承

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
認
制
定
さ
れ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
の
で
お
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
せ
い
た
し
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
。
（
宗
章
紋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
意
味
）
本
門

法
華
宗
の
教
義
を
象
徴
化
し
た
も
の
で
、
法
華

経
一
部
八
巻
を
外
縁
の
円
と
八
葉
の
蓮
華
で
表

わ
し
、
中
央
の
円
中
に
本
門
八
品
を
図
案
化
し

て
と
り
い
れ
た
も
の
で
す
。

用具
鳳会加盟店

院
伍

寺

浅草通

商店漱魏』β上国

東京都台東区寿2－10－9（地下鉄田原町駅前）

電話代表（841）4965
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ヨ

ロ
ッ
パ
に

広
が
る
禅
の
心

現
在
フ
ラ
ン
ス
で
は
曹
洞
宗
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
開

教
総
監
の
弟
子
丸
泰
仙
師
の
下
で
、
禅
の
力
強

い
伝
道
が
つ
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
既
に
パ
リ

に
仏
国
禅
寺
、
郊
外
の
ア
バ
ロ
ン
に
大
乗
禅
寺

と
大
乗
仏
教
研
究
所
が
設
立
さ
れ
、
更
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
主
要
都
市
に
六
十
数
ケ
所
の
禅
道
場

が
開
設
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
二
十
数
万
の
会
員
を
擁
し
着
実
に
布
教
の
成

果
を
あ
げ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
物
質
文
明
の
中
に

東
洋
の
思
想
が
市
民
的
宗
教
と
し
て
花
開
い
て

お
り
ま
す
。
ド
イ
ツ
仏
教
会
の
マ
ッ
ク
ス
・
ブ

ラ
シ
ョ
フ
会
長
も
W
F
B
の
四
国
地
方
大
会
の

講
演
の
中
で
「
ド
イ
ツ
の
国
民
性
と
禅
（
瞑
想
）

が
ピ
ッ
タ
り
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
に
広
く
展
開
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。　
な
お
、
こ
れ
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
禅
の

心
を
た
ず
ね
る
視
察
旅
行
を
千
代
田
ト
ラ
ベ
ル

が
企
画
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
は
同
社
に
お
た

ず
ね
下
さ
い
。

臼
宗
連
で
役
員
改
選

　
日
本
宗
教
連
盟
（
教
派
神
道
連
合
会
、
全
日

本
仏
教
会
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
連
合
会
、
神
社

太
庁
、
新
日
本
宗
教
団
体
連
合
会
）
で
は
四
月

十
九
日
午
後
四
時
よ
り
、
立
正
門
成
会
法
輪
閣

に
お
い
て
理
事
会
、
参
議
会
を
開
催
し
、
役
員

改
選
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

　
五
十
三
年
度
の
事
業
報
告
、
決
算
報
告
や
五

十
四
年
度
事
業
計
画
、
予
算
案
な
ど
が
承
認
さ

れ
た
あ
と
、
改
員
の
改
選
が
行
な
わ
れ
新
理
事

長
に
新
日
本
宗
教
団
体
連
合
会
理
事
長
の
庭
野

日
敬
氏
が
就
任
し
た
。

　
な
お
全
日
本
仏
教
会
関
係
者
は
次
の
通
り
。

理
事
　
町
田
宗
夫

監
事
　
鱒
淵
正
浩

参
議
　
桜
井
大
乗

〃
　
野
村
宗
春

〃
　
白
川
良
純

幹
事
　
島
田
弘
道

　
　
　
花
木
義
光

　
　
×
　
　
　
　
　
×

全
仏
理
事
長

全
仏
事
務
総
長

全
仏
常
務
理
事

　
　
〃

全
仏
文
化
専
門
委
員

全
山
庶
務
部
長

紅
皿
組
織
部
長

　
　
×
　
　
　
　
　
×

日
宗
連
の
事
務
局
は
明
年
が
全
日
本
仏
教
会

の
年
番
と
な
る
。
よ
っ
て
明
年
は
理
事
長
な
ら

び
に
事
務
局
長
を
全
野
で
ひ
き
う
け
る
こ
と
に

な
る
。

…
事
務
総
局
録
事
（
四
月
）

　
六
日

　
　
十
日

　
　
十
日

十
八
日

十
九
日

二
十
三
日

局
内
会
議

仏
教
鎖
直
会
花
ま
つ
り
出
席

増
上
寺
打
合
せ

全
仏
引
越
し

日
宗
連
理
事
会

局
内
会
議

…
…
・
…
お
ね
が
い
…
…
…

昭
和
五
十
四
年
五
月
一
日
発
行

五
月
号
　
第
二
四
八
号 　

　
「
全
仏
」
誌
に
記
事
、
情
報
な
ど
を
お

．
よ
せ
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
…

　
す
。
特
に
諸
団
体
、
地
域
仏
教
会
の
活
動
…

な
ど
を
馨
ち
し
て
お
り
季
・
（
連
絡
…

　
先
一
全
日
本
仏
教
会
文
化
部
宛
％
東
京
都
…

　
港
区
芝
公
園
四
－
七
一
十
三
）
　
　
　
　
…

　　

@　

@
欝
M
吉
言
続
酷
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一デラックス　13日間一一一＼　　　　　二夏におくる海外旅行＝

7月23日発

7月30日発

8月9日発

8月17日発

8月20日発

8月24日発

11日間

10日間

14日間

10日間

11日間

10日間

秘境小チベット・ラダックの旅

スリランカー周とペラヘラの祭り

インド・ヨガの旅

シルクロード歴史と美術の旅

インドの魅力を探る旅

シルクロード歴史と美術の旅

　　　この他、仏跡参拝団などの団体旅行のご相談も

　　お受けいたしております。海外旅行のことなら何

　　なりとご相談下さい。

　一詳しいパンフレットご希望の方は下記まで一一
Pロー一一一一〇一一一一一ロー一冒。一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 u
i　当社作成の「仏跡参拝」の小冊子をご希望　i

lの方は無料でお送りいたしております。ハガ　1
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

1キでお申し込み下さい。　　　　　　　　　l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　コロコ　　ロココロロロココ　ロコロロロココロのココココロロコココココロコロロ　

　　　　　　　取扱旅行会社
　　　　　　運輸大臣登録一般第154号

　　棚倫杜多転置Fラペル
　　東京都港区南青山5丁目6番20号（千成ビル）

　　　　　電話181＝llll㈱
　　　　　郵便番号　107

　期日　昭和54年5月23日（水）～6月4日（月）

　パリ、モンパルナスの仏国禅寺、アバロンの大乗禅寺に

弟子丸泰仙老師を訪ね、参禅に励むフランス人達と友好を

深めた後、2コースに別れてヨーロッパ最高の季節を楽し

みながら、各地を観光する素晴しいヨーロッパ旅行です。

Aコース：パリ～アバロン～ニース・カンヌ～モナコ～ピ

　　　　　サ～ブイレンツェ～ロ～マ～東京

Bコース：パリ～アバロン～チューリッヒ～インスブルッ

　　　　　ク～ザルツプルグ～ウイーン～東京

　　　　　　参加費用　Aコース550，000円

　　　　　　　　　　　Bコース557，000円

中国友好の旅特別企画

6月13日出発（15日問）一余席若干有一

発
行
所
財
団
法
人
　
全
日
本
仏
教
会

コ ス：広州～成都～西安～上海～東京

参加費用　425，000円

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
一
七
－
十
三

電
話
〇
三
（
四
三
七
）
九
二
七
五
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